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地域高齢者の活動志向性に影響を及ぼす要因

および実際の社会活動との関連

井戸 正代 川上 憲人 清水 弘之

岡本 祥成 臼井 曜子

　高齢者の活動志向性と実際の社会活動との関連を明らかにし，さらに，活動志向性に影響を及ぼす要因を

探索することを目的として，我が国のある市の65歳以上の在宅高齢者（約45,500人）から家族同居，独居の

別に層化無作為抽出した205人に対して訪問面接調査を行い，157人（77％）から回答を得た。その結果，

　1)　男女とも，仕事のあり群でなし群に比べて有意に活動志向性得点が高かった（p＜0.05）。また，男性

では，趣味，旅行においてもあり群でなし群に比べて有意に活動志向性得点が高かったが（p＜0.05），女性

ではこの傾向はみられなかった。

　2)　活動志向性得点を従属変数とした重回帰分析では，男女ともPGCモラール（Philaddphia Geriatric

Center Morale Scale）得点が有意な正の相関を示した（p＜0.05）。男性では年齢が活動志向性得点と負の相

関を示した（p＜0.05）。女性では，親和志向性が正の，社会的支援の満足度が負の有意な相関を示した

（p＜0.05）。
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